
● 平成２０年度　食に関連する行事・イベント等の開催予定

番号 行事・イベント等の名称 概　　　　　　　要 場所等 時期 担当課

1 きのこ栽培教室
　原木きのこ（しいたけ、ひらたけ、なめこ等）栽培、管理
法の講習会を開催するとともに、調理レシピ等を紹介しま
す。

林業試験場
4月
11月

農林水産部
林業試験場

2 "仙台七夕まつり"農業農村整備広報活動
　仙台七夕まつりの期間中、勾当台公園市民広場で農
業・農村の果たす役割や多面的な機能、食育等を紹介
し、農業・農村について県民等の理解を深めます。

勾当台公園 8月 農林水産部
農村振興課

3 あさごはんコンテスト
　フードコーディネーター、調理師会、栄養士等が作成し
たあさごはんのメニューを公募し、県民が審査します。

仙台市内 8月頃
保健福祉部
健康推進課

4 みやぎ２１健康プラン推進フォーラム2008

　平成20年度から新たにスタートする「みやぎ２１健康プラ
ン」の普及推進を目的に、県民の健康づくりに携わる市
町村、医療保険者、関係団体等の関係者及び一般県民
を対象としたフォーラムを開催します。

仙台市内 9月
保健福祉部
健康推進課

5 「第３回サバ・メシ」コンテスト
　宮城県沖地震や自然災害発生時の「非常食」をテーマ
に、非常時の「食」のあり方を考えるとともに、県民の防災
意識の啓発を目的としてコンテストを実施します。

仙台市内 10月上旬 土木部
防災砂防課

6 みやぎまるごとフェスティバル

・地域産業の活性化及び県産品の消費拡大並びに「食
　材王国」の情報を発信します。
・出展者と消費者、出展者間、農林水産業者と商業者な
　どの交流の機会を提供します。

県庁、市民広場
勾当台公園
一番町四丁目商店街

10月18日
19日

農林水産部
食産業振興課

7 子育て応援団　さわやか２００８
  楽しく子育てができる環境づくりを目指し、行政、地域、
NPO､企業等が連携（子育て応援団結成）して、子育て支
援の取組みを紹介します。

ﾎｯﾄﾊｳｽ
ｽｰﾊﾟｰｱﾘｰﾅ

10月18日
19日

保健福祉部
子育て支援室

8 宮城米給食の日・みやぎ食育体験型学習会

　首都圏アンテナショップ「宮城ふるさとプラザ」の池袋出
店を機に相互交流宣言を交わした豊島区の小学生に、
宮城米を味わってもらうとともに、食育に関する体験型学
習会を実施します。

豊島区内小学校

（２３校） 10月 企画部
東京事務所

9 食の安全安心セミナー
　消費者、生産者・事業者及び行政等が一堂に会して、
食の安全安心に関する意見・情報の交換を行います。

県内 10月頃
環境生活部
食と暮らしの安全推進課

10 仙台・宮城ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

　地元観光関係者や地方自治体とJR６社が協力して、大
型の観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを実施します。｢地域の宝｣である歴史
や文化・自然・食・街並み等多岐にわたりますが､食に
あっては地産地消を1つのﾃｰﾏに掲げます。

県内
10月

～12月
経済商工観光部
観光課

11 第２回食育推進県民大会
　食育を県民運動として推進するため、11月の｢みやぎ食
育推進月間｣に行政機関、教育機関及び関係団体が連
携し、食育推進県民大会を実施します。

仙台市内 11月 保健福祉部
健康推進課

12 海の味覚を探る～魚料理に挑戦～

　志津川湾の豊かな海の幸を材料とした料理づくりや養
殖産業の見学をとおして、海の恵みのすばらしさを知ると
ともに、自然を大切にしようとする心を育みます。また、親
子が協力して活動することにより、親子の絆を深めます。
(イカ等の薫製づくり、牡蠣水揚げ見学、牡蠣・ホタテむき
体験、ｼｰﾌｰﾄﾞﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ　等)

志津川自然の家 11月
教育庁
生涯学習課
志津川自然の家

13 おい！SEA　冬の奥松島
　冬の奥松島の海の幸について理解を深め、味わいなが
ら参加者の交流を深めます。(海苔づくり、塩づくり、牡蠣
むき体験、薫製づくり、海鮮ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ等)

松島自然の家 1月
教育庁
生涯学習課
松島自然の家

14 栗原合同庁舎つきまつ金曜の市

　地元の生産者や加工連等が地産地消の拡大のため
に、地域の地場産物等を販売するなど、自らの活動が推
進できるように支援するため、つきまつ金曜の市を開催し
ます。

栗原合同庁舎
１階県民ﾛﾋﾞｰ

月末の
金曜日

経済商工観光部
栗原地方振興事務所
地方振興部

15 田んぼの学校

　地域住民や小学生等を対象に、食料生産の基盤となる
農地や農業用水利施設の見学、地域の中に生息する生
き物観察を行い、田んぼの役割、そこから生産される農
産物との関わりへの理解を深めます。

各種団体
学校等

周年
経済商工観光部
大崎地方振興事務所
農業農村整備部

16 水土里の親子移動教室

　食料生産の基盤となる農地や農業用水利施設の見学
を通じて、農業農村整備について理解と関心を深めると
ともに自然豊かな田園空間に触れながら農作物の収穫
や郷土料理づくりなどを体験します。

県内 未定 農林水産部
農村振興課

17 みやぎ食の安全安心消費者ﾓﾆﾀｰ研修会
　消費者に安全安心に関する正しい知識を身に付けても
らうため、消費者モニターの研修会を開催し、県民参加
で食の安全安心の確保を推進します。

県庁 未定 環境生活部
食と暮らしの安全推進課

18 食の安全安心に係る地方懇談会

　地方単位で食の安全安心に関連する県、市町村、関係
機関等による意見・情報交換を行うとともに、地方懇談会
を開催することで、より地域に密着した食の安全安心に
関するﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機能の充実強化を図ります。

県内７カ所 未定 環境生活部
食と暮らしの安全推進課

19 おおさき水土里のポスター写真展
　農山村の豊かな自然、四季の移り変わり、農村の生活、
農作業の景観写真を紹介し、農業・農村の役割や魅力に
ついて広く理解の向上に努めます。

JR古川駅 未定
経済商工観光部
大崎地方振興事務所
農業農村整備部

20 おおさきの「食」を考えるフォーラム
　大崎地域における食育・地産地消・食の安全安心など
の「食」について地域の方々と考える機会とするための
フォーラムを開催します。

大崎市内 未定
経済商工観光部
大崎地方振興事務所
地方振興部



●　平成２０年度　食に関連する月間・週間等

時期 担当課

6月15日
～7月14

日

環境生活部
食と暮らしの安全推進課

8月1日
～31日

環境生活部
食と暮らしの安全推進課

11月 保健福祉部
健康推進課

11月 農林水産部
農産園芸環境課

1月24日
～30日

教育庁
スポーツ健康課

11月11日
保健福祉部
健康推進課

毎月第一
金土日

農林水産部
食産業振興課

食材王国みやぎ地産地消の日

全国学校給食週間

すくすくみやぎっ子 みやぎのふるさと食材月間

　県産食材に対する県民の理解増進と利活用促進、消費拡大を図るた
め、毎月第一金土日を｢食材王国みやぎ地産地消の日｣と設定し、地産
地消を県民運動として盛り上げます。

　毎年１１月を「すくすくみやぎっ子みやぎふるさと食材月間」と定め、給
食を実施している県内小・中学校に地域食材の利用促進を働きかけま
す。

　学校給食の意義、役割等について児童生徒や教職員、保護者、地域
住民等の理解と関心を高め、学校給食のより一層の充実発展を図るた
め、各教育委員会、各学校、各団体それぞれが実情に即し、創意工夫を
生かして計画を立て実行します。

みやぎ食育推進月間
　県民一人ひとりの食に対する意識の高揚と機運の醸成を図り、食育を
県民運動として展開するため、毎年11月を「みやぎ食育推進月間」と定
め、食育推進県民大会等の啓発活動を集中的に実施します。

みやぎ健康の日

　県民一人一人の”健康”への意識を高め、望ましい生活習慣を身につ
ける機会とするために、毎年11月11日を「みやぎ健康の日」と定め、「い
い日、いい身体、いい心」をキャッチフレーズにした様々な講演会やイベ
ントを開催します。

月間・週間等の名称 概　　　　要

食中毒予防月間
　細菌性の食中毒が夏場の時期を前に食中毒予防月間を定め、食品関
係営業者及び一般消費者の食品衛生に対する意識を高揚し、食中毒の
発生を防止します。

食品衛生月間
　食中毒事故の防止と衛生管理の向上を図るため、食品等事業者及び
消費者に対し、食品衛生思想の普及・啓発、食品の安全性に関する情
報提供及びﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進を図ります。


